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住民参加・住民が主役、ふるさとの素顔を記録 

ふるさと検定 八幡塾≪探訪考証編≫ 
         平成28年度メインテーマ 

　
自
分
が
住
ん
で
い
る
八
幡
の

ま
ち
を
よ
く
知
っ

て
も
ら
い
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
育
む
こ

と
が
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
と

考
え
て
「

ふ
る
さ
と
検
定
　
八

幡
塾
」

を
平
成
二
二
年
度
に
開

校
し
た
。

　
座
学
の
授
業
と
は
別
に
、

「

郷
土
の
誇
り
を
学
ぶ
」
（

平

成
二
四
年
度
）
、
「

郷
土
の
歴

史
を
学
ぶ
」
（

平
成
二
五
年

度
）

を
主
題
に
し
た
広
報
活
動

も
展
開
し
て
住
民
へ
の
浸
透
に

努
め
て
き
た
。

平
成
二
六
年
度

に
は
八
幡
の
ま
ち
に
ち
な
ん
だ

問
題
に
挑
戦
す
る
「

第
一
回
ふ

る
さ
と
検
定
試
験
」

を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、

平
成
二
八
年
度
の
第

三
回
ま
で
に
規
定
点
以
上
の
正

解
を
し
た
六
二
名
の
受
験
者
を

「

や
わ
た
博
士
」

に
認
定
し
て

い
る
。

　
平
成
二
八
年
度
は
、

上
の
見

出
し
に
あ
る
よ
う
に
「

郷
土
の

伝
統
・
文
化
を
学
ぶ
」

を
主
題

に
八
幡
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
、

伝
統
の
祭
儀
を
映
像
に
記

録
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
き

た
。

当
初
の
予
定
ど
お
り
五
十

件
以
上
の
動
画
デ
ー

タ
が
得
ら

れ
（

四
面
参
照
）
、

撮
影
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
い
る
。

　
八
幡
の
ま
ち
の
歴
史
は
、

法

海
寺
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
人

祇園祭（昭和35年頃） 入鹿龍神祭（昭和33年頃） 

骨
か
ら
、

弥
生
時
代
前
期
（

紀

元
前
3
0
0
年
頃
）

ま
で
遡
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
代
以

降
、

八
幡
地
区
に
点
在
す
る
多

数
の
遺
跡
か
ら
集
落
の
痕
跡
が

確
認
さ
れ
て
い
て
、

わ
れ
わ
れ

の
祖
先
が
二
千
年
以
上
前
か
ら

集
団
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

史
実
に
置
い
て

も
、

法
海
寺
が
天
智
天
皇
七

（

六
六
八
）

年
に
創
建
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

千
三
百

年
以
上
の
歴
史
を
有
し
て
い

る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、

先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
伝
統
・
文
化
を
守

り
、

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
責

務
を
負
っ

て
い
る
。

こ
こ
に
掲

載
し
た
写
真
は
、

か
っ

て
は
こ

の
地
の
風
物
詩
で
あ
っ

た
が
、

今
は
そ
の
光
景
を
見
る
こ
と
が

か
な
わ
な
い
。

八幡神社祭礼 
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782
(延暦元)

1182
(寿永元)

1390
(明徳元)

1444
(文安元)

1596
(慶長元)

1669
(寛文9)

1685
(貞享2)

1755
(宝暦5)

1831
(天保2)

1867

 八幡地区における地域活性化の基本理念 
  住民が自分のまちについて学び、ふるさとに愛着を抱くことがまちづくりの第一歩と考えている。 

ふるさとへの愛着  

◆ 自分が住んでいる八幡には、他のまちにはない優れたところがある。  
◆ ふるさとの将来を託す子どもたちに、自分が住むまちの歴史や伝統・文化などを正しく教育する。 

◆ H22年度 郷土の伝統・歴史などを学習するための「ふるさと検定 八幡塾」開校 

◆ H24年度 八幡塾「郷土の誇りを学ぶ」愛知用水を造った男、久野庄太郎課外授業を展開 

◆ H26年度 八幡神社の祭礼に使用する屋形を修復（中島・西平井） 
◆ H28年度            〃              （中小根） 

◆ H26年度  八幡塾「郷土の歴史を学ぶ」個人学習編「第1回ふるさと検定試験」実施 

◆ H19年度 「郷土の伝統技能 祭囃子生演奏復活」のため「まつりばやし練習スクール」開校 

◆ H22年度 薬王山 法海寺の仁王門（知多市文化財）・仁王尊像を修復 

◆ H25年度 八幡塾「郷土の歴史を学ぶ」公民館文化祭で「ふるさとの写真展」を開催 

◆ H28年度 八幡塾「郷土の伝統・文化を学ぶ」  探訪考証編 映像で残す郷土の祭儀 

         住民が主役、ふるさとの素顔を記録する 

平
 
安
 

鎌
 
倉
 

室
 
町
 

江
 
 
戸
 

法海寺 密教仏具 鎌倉時代 中～後期 

（知多市指定文化財） 
法海寺 毘沙門天立像 平安時代 

（知多市指定文化財） 

法海寺儀軌 文安元 

八幡神社祭礼絵巻 宝暦5年 

法海寺仁王門 寛文9年 

（知多市指定文化財） 

八幡神社祭礼屋形（4台） 天保2～9年 
八幡神社本殿 貞享2年 

（知多市指定文化財） 



第98号 コミュニティだより　やわた 平成29年3月25日 （４）

（問合せ先） 事務局 平松正毅 TEL 32-1019  

開催月

1月 ◆ 祭囃子新春成果発表 ◆ 神明社小正月祭り ◆ 御嶽神社健康祈願

2月 ◆ 地蔵仁王経（浜小根） ◆ かさね朔日（中島） ◆ 極楽寺延命地蔵菩薩御開帳

3月 ◆ 青木稲荷大祭

4月 ◆ 神功皇后社例祭 ◆ 神明社太々神楽祭 ◆ 御嶽神社祭り

5月 ◆ 愛知用水春季祭（愛知用水神社・愛知用水水利観音）

6月 ◆ 大乗院　井戸のぞき ◆ 御社口明神（上平井）

7月 ◆ 祇園祭（梵天） ◆ 天王祭（中島） ◆ 輪くぐり（八幡神社）

◆ 天王祭（堀之内） ◆ 青峯観音（浜小根）

◆ 阿弥陀講（中島） ◆ 盆おどり大会

8月 ◆ 八朔（はっさく）のご祈祷（中島） ◆ 観音講（荒古）

9月 ◆ 御嶽神社　安全祈願 ◆ 敬老会（中小根） ◆ 市民運動会

◆ 敬老会（寺本新町） ◆ 敬老会（八幡新町）

◆ 秋季阿弥陀様供養（廻間） ◆ 敬老会（廻間）

10月 ◆ 天白社例祭（中島） ◆ 八幡地区祭礼 ◆ 産業まつり（荒古祭囃子保存会）

◆ 八幡地区祭礼（中小根試楽）◆ 青峯観音（荒井） ◆ 鳳章斎展開会式祭囃子演奏

11月 ◆ 薬師大祭（法海寺） ◆ 防災訓練

12月 ◆ 吉祥院寒行托鉢 ◆ 神功皇后社寅卯の祭り ◆ 御嶽神社越年

◆ 秋葉神社火祭り（浜小根） ◆ 秋葉神社大祭（廻間）

◆ 秋葉神社火祭り（中小根） ◆ 法海寺除夜の鐘

祭　　　儀

輪くぐり（八幡神社） 

井戸のぞき（大乗院） 青峯観音祭（荒井） 

延命地蔵12年毎御開帳（極楽寺） 


